
「試される大地」は北海道のキャッチコピ ー で

すが「自らに問いかける」「世に問う」という意

味を含んだ表現のようです。では、今の時代、私

たちはどう進んでいくのが良いのでしょうか。そ

の1つの答えは「つながり」だと私は考えていま

す。「何をやるか」より「誰とやるか」とはよく

聞くフレー ズではありますが、 こ れは非常に重要

だと感じています。年次が上がっていくと、 マ ネ

ジメントをしていく こ とも増えていきますが、組

織がどちらに向かっていくか、その組織の人がど

の方向にいくかを意識づけしながら、基本の考え

方や行先を同じにして、それぞれが創造性をさま

ざまな方向に向け進んでいく。 こ ういった形が出

来てくると、今まででは出来なかった こ とが出来

るようになると思います。

私は総合診療（家庭医療）という領域で勤務は

していますが、総合診療医だけでもなく、医師だ

けでもなく、そういった肩杏きを抜きにして、さ

まざまな人と一緒にお仕事をして、少なくとも今

働いている鳥取県をより良くしていきたいと思っ

ています。

"If you want to go fast, go alone. If you want to 

go far, go together." 

こ れを読んでくださったみなさんと一緒に進ん

でいけたら嬉しいです。

「その先の、道へ。」

NO推し活、 NO学生ライフ

2 014年、それは私にとって何よりも大事な年だ。

なぜか。大事なイベントを控えていたからだ。

推し活である。

こ の年の7月～9月にかけて、大好きな変形ロ

ボットアニメ作品の30周年を祝う大規模イベント

と 最推しバンドの全国ツア ー が開催されたのだ。

これらに大手を振って参加したいという一 念は私

の原動力となり、前期の系統解剖と試験を無事に

乗り切れた。そればかりか、後期に始まる臨床の

授業の予習として、当時最新の第108回医師国家

試験まで一通り終えてしまったのである。我なが

らとんでもねぇヤツである。

その後さらに特撮へも趣味の幅が広がるのだ

が、先述の変形ロボットのシリ ー ズと合わせて趣

味を通じて得た物の考え方がその後の勉強に大い

に役立った。一言で表すと、「関連付け』 を強化

してくれた。
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鳥取大学医学部法医学分野（鳥取県）

加藤百音（学64•平30年卒）

まず、先述したアニメと特撮にはちょっとした

共通点がある。長寿作品であること、作品毎に設

定が多岐にわたりながらも踏製されている伝統が

ある こ と、そして数多くの声優さんや俳優さんが

複数の作品に跨って、場合によってはどちらにで

も出演していることである。推しのバンドがどち

らにも関与しているという点も大きい。 こ のお陰

で、例えばある日の怪人の声優が誰それというク

レジットを読んだ瞬間には、別の作品ではどのよ

うな役どころであったかをすぐに関連付けて想起

できるようになった。こ れを頭の中だけではなく、

可視化すれば授業の復習も捗ったし楽しかった。
こ うして作成した手製のまとめノ ー トを携えて第

112回医師国家試験に臨み、合格を掴み取ったも

のだ。

つくづく椎しの存在には何度感謝してもしきれ

ない。

転がる岩、 僕に朝が降る

金沢大学ナノ生命科学研究所（石川県）

河野洋平（生18•平23年卒）

こ の度、大先骰からの「米子同窓だより」への

寄稿依頼を受け、臆面もなく維を執らせていただ

きました。私は医学部生命科学科ゲノム医工学教

室を卒業後、大学院医学系研究科へ進学し、昨年

度までは東京工業大学細胞制御工学研究センタ ー

（通称：大隅センタ ー ）のポスドク研究員として

哺乳類細胞のDNAを包んでいる核膜の裏打ちタ

ンパクであるラミンという分子について研究をし

ておりました。 こ のラミンという分子は一対の染

色体のうち片アレルのたった一塩基の追伝子変異

によって、ハ ッチンソン ・ ギルフォ ー ド・プロ

ジェリア早老症(HGPS)に代表される多種多様

な疾患の原因となることが知られており、多くの

生命現象への関与も示唆されながら、本邦におい

てはラミンを専門とする研究者が非常に少ない状

況です。そのような環境の中、私たちのグループ

ではラミン研究の第 一人者であるノ ー スウエスタ

ン大学のロバ ート・ゴ ー ルド マ ンt専士らとの共同

研究を令和2年1月から開始しました。その研究

成果として、細胞内で破壊された核膜の修復機構
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におけるラミン分子の役割を解明し、令和4年6
月には第74回日本細胞生物学会大会若手優秀発表
伐を受貸令和4年12月には細胞生物学の専門誌
Journal of Cell Biologyに掲載されるに至りまし
た。東京工業大学の大隅センター とは、その呼び
名のとおりノ ーベル買受買者である大隅良典先生
がセンター長を務める機関であり、世界中から集
まった著名な研究者らと議論する機会を多く得る
ことができました。その上、さまざまな 最先端の
機器を備えたオープンファシリティ ーにもアクセ
スすることができ、また基礎研究の若手を育てた
いという大隅栄巻教授の理念に基づいて創設され
た基礎研究機構大隅熟へ、令和2年4月から私も
入熱させていただき、研究費の面で多大なるご支
援をいただくなど、若手研究者にとって非常に協

力的な環境で研究に専念させていただきました。

現在はラミンとHGPSに関する原著論文を 一報
投稿中で、さらに鋭意執箪中の原著論文がもう一

報と、細胞核の専門誌Nucleusから総説の執筆依
頼を受けて一報投稿を済ませたところです。今年
度6月からは金沢大学ナノ生命科学研究所にて新
規ラボの立ち上げに携わり、ナノ内視鏡AFMと
いう特殊な顕微鏡を用いて細胞核や核膜、ラミン
が関わる細胞生物学のさらなる深みへと探求を続
け、ゆくゆくはHGPSなどのラミンを原因とする
追伝子疾患の治療法開発へと繋げていく所存で
す。

実は今回の寄稿依頼を受け、まず寄稿文のタ
イトルから思いついたのですが、これはASIAN
KUNG-FU GENERATIONと いうロック バンド

-

の曲名からオマ ー ジュしたものです。原曲名の
元ネタはおそらく、“A rolling stone gathers no 
moss."「＝転石苔むさず」 という古い英語のこと
わざかと思われます。このことわざは英語圏内で
も解釈が異なるようですが、古来は「住まいや仕

事を転々とする人は金がたまらず、友人もできな
い」というネガティブな意味に対し、最近では「活
発に動き回っている人は時代遅れにならず能力を
錆びつかせない」というポジティブな意味にも捉
えられます。私のこれまでの人生は、何でも 「成
るように成る」し、「成るようにしか成らない」
と割り切って、流れのままに身を任せて転がって
きたように思います。その過程で、鳥取大学発ベ
ンチャ ー （カノンキュア株式会社）の代表取締役
や遺伝子医療学部門での助教など、非常にバラエ
ティ豊かで買重な人生経験を得ることができまし
た。また、大阪、鳥取、米子、横浜と、これまで
転々とし続けて現在は金沢へと辿り着いています
が、まだまだ苔は生えて欲しくはないので、孤独
を感じながらもこの先ずっと転がり続けていくの
だろうと思います。

引っ越しの度に荷物整理をしていると、よく昔
の想い出の品を見つけ出しで懐かしい気持ちに浸
ります。卒業から12年も経過し、皆すっかり老け
てしまいましたが、卒業記念にクラスメイトで制
作したタンプラー の写真を最後に紹介させて頂き
ます。タンブラーはずっと仕事場のデスクに飾っ
てありましたので、

生命18期（平19年入学）の卒業記念タンブラ ーの台紙

プリンターで印刷した台紙は
もうすっかり色褪せてしまいましたが。

検査技師をつづけるわけ

大阪市立総合医療センター（大阪府）

森 F 真由美（検3 •平18年卒）

このたび、「米子同窓会だより」の寄稿の機会
をいただき、誠にありがとうございます。初めて
鳥取の地を訪ねてから20年が経ち、現在は大阪市
立総合医療センター という病院で、おもにソノグ
ラファ ーとして働いています。機会によって大学
の先輩、後輩に出会うこともあり、このような場
は少し照れる思いもありますが、今後の出会いの
一助となることも期待しながら筆を走らせたいと
思います。

当院の心エコ ーチーム

日本乳癌画像研究会でのWEB発表の様子
（左は座長の阿南先生）

希望し、

私は形態学に興味をもってこの道に進んだこと
を覚えています。卒業後、まずは病院での経験を

1 つ目の病院に就職すると生理検査に従
事することとなり、すぐに師匠といえるソノグラ
ファーに出会いました。師匠と慕ったその方の圧
倒的な経験値は、私を大変魅了しました。それ
はまずとにかく真似することから始まりました。
「すぐにググる」 「いやタグる」「もはやチャット
GPT」。まあそんな時代ではなかったこの頃、メ

” 
The Echo Live 2023に共同発表者として参加させて
いただきました（著名な先生方に囲まれて）

弁膜症セミナー WEB配信にバネリストとして参加
させていただきました（左から大阪市立総合医療セ
ンター阿部幸雄先生、東京ベイ・浦安市川医療セン
ター福井聖心先生、 私、東京ベイ・浦安市川医療セ
ンター渡辺弘之先生）

日本超音波検査学会学術集会での発表の様子
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